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市立伊丹病院 臨床研究に関する情報提供 

研究課題名 C 型慢性肝疾患に対する抗ウイルス療法後の予後についての検討 

研究の対象 
2014 年 7 月 1 日から 2024 年 12 月 31 日までに、市立伊丹病院消化

器内科において、C 型慢性肝炎と診断された患者さん 

研究目的・方法 

C 型肝炎ウイルスの持続感染により、慢性肝炎から肝硬変、肝細胞癌とい

った致命的な病態に進展しますが、インターフェロンを用いた抗ウイルス

療法による C 型肝炎ウイルス排除によって肝細胞癌の発症が低下します。

しかし、C 型肝炎ウイルス排除後に肝細胞癌を発症する症例や、また、ウ

イルス排除後に肝疾患が進展する症例が少なからず存在します。そのよう

な、C 型肝炎ウイルス排除後に肝疾患が進展する症例の特徴を明らかにす

る必要があります。近年、HCV複製を選択的に阻害するHCV選択的抗ウ

イルス剤（direct acting anti-virals: DAAs）の登場により、ウイルス排

除率は著明に改善しました。しかし、DAA によるウイルス排除後症例には

肝細胞癌の高リスク群である高齢者や肝線維化進展例が多く含まれてお

り、それらの症例における予後を検討していく必要があります。本研究で

は、抗ウイルス療法を行ったC 型慢性肝疾患患者を対象とし、肝細胞癌の

発生や肝線維化進展を含む予後に関連する因子を明らかにすることを目的

として、同療法が施行された患者群の予後を検討します。 

研究期間 2014 年 7月 1 日から 2029 年 12月 31 日 

研究に用いる試

料・情報の種類 

『研究の対象』で記載した患者さんの診療情報を電子カルテから抽出し、

臨床情報（投薬治療内容、臨床経過、予後）を調査します。 

 

患者さんの診療情報のなかに含まれる、お名前、生年月日、カルテ番号、

等、ご本人を特定しうる個人情報については、匿名化を行い、情報が外部

に漏れないように厳重に管理、保管します。また、研究成果が公表される

場合にも、患者さんが特定されないように取り扱います。 

外部への試料・

情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、オンライン・郵送で実施し特定の関

係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当院の研究責任

者が保管・管理します。 

研究組織 

研究代表施設：大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 

責任者 教授 竹原徹郎         

研究分担施設：Osaka Liver Forum 関連施設 

お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下

さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお

申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは

患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としません

ので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益



が生じることはありません。 

 

研究責任者・照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

兵庫県伊丹市昆陽池 1-100 

市立伊丹病院 消化器内科 筒井 秀作 

℡ 072-777-3773 
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